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	第5章では，早産児家族会が実施する家族交流会を観察し，「生の感情」，語られた「主題」を分類した。調査協力者は，「生の感情」を自分なりに捉え直した「現在の感情」を語っており，近しい立場の者同士でも気を遣う様子が伺われた。
	第8章から第10章は早産児家族に当事者研究の考え方に基づいた心理的ケアプログラムを応用する一連の研究であり，第8章では，FCC実践の1形態として「当事者研究」プログラムの共同創造の過程を提示した。デモンストレーション実施前後の「当事者研究の専門家」および「新生児科医療の専門家」との協議を経て，完成した共同創造の過程を，プロセスレコード（日誌法）により明らかにし，完成した早産児家族のための「当事者研究」プログラムの内容を示した。
	第9章では，早産児家族のための「当事者研究」プログラムをデモンストレーションとして4名の当事者である調査協力者に実施し，アンケート調査およびグループインタビューで評価するとともに，共同研究者との協議を経て，プログラムの社会的妥当性を含む，プロセス評価を行った。

